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いうちに、お話を伺った職人さんたちが高齢化でどんどんやめていかれます。どんなによ
いものを作っても、社会がその価値を評価できなくなっているので仕方がないです。本学
の大学院も同じですね。大学院が終わるのは寂しいですが、これも一つの時代の流れだと
しみじみ思う、今日この頃です。
馬場　雄司
　今年度は、文化人類学研究科最後の年です。その最後の年の専任教員として1年間お手
伝いさせていただきました。それまで、福祉関連の修論のアドヴァイスなどにたずさわり、
一昨年度より非常勤として授業も担当させていただいていましたが、審査を頼まれた最後
の修士論文を目の前にして、専任教員としての重みをひしひしと感じています。
　私は、タイをフィールドとして、1990年からナーン県の1農村を中心として調査研究を
続けてきました。電話の1つもなかった村が30年近くの間に機織りのおばさんがスマホで
フェイスブックに興じるようになる、そうした変化におののきつつ定点観測を続けていま
す。その成果の一つとして、昨年は、「農村のポピュラー文化―グローバル化と伝統文化保
存・復興運動のはざま―」（福岡まどか・福岡正太編『東南アジアのポピュラーカルチャー
―アイデンティティ・国家・グローバル化―』スタイルノート）が公刊され、今年2月に
は、「都市と農村のはざまでゆれるケアの社会基盤としてのコミュニティの行方―ナーン県
タイ・ルー村落の事例」（速水洋子編『東南アジアにおけるケアの潜在力―生のつながりの
実践―』京大出版会）が公刊されます。
　タイでの研究は、この農村の一僧侶の社会活動支援も含めて今後も続きますが、これま
で実践・研究ともに関わってきた音楽・芸能の社会における意味を考えることによりシフ
トするつもりです。宇治のフォークソングでの高齢者の生きがいづくり、京都のワールド
ミュージックでのまちづくり、医療・福祉分野での民族楽器の可能性などこれまでも様々
な試行錯誤を続けてきました。文化人類学研究科は、ここで幕を閉じますが、研究・教育
の場は大学だけではないとも感じています。今後、研究は続けていきますが、より音楽の
意味を考えるべく、そうした位置に自分をおけるようにしていこうと考えています。
